
 
令和６年度 英語教育推進事業 多治見市立笠原小学校の実践 

【研究主題】生き生きとコミュニケーションを図る児童を育てる指導の工夫 ～笠原型コンテント・ベイストの手法を用いた授業づくりと到達目標を活かした評価を通して～ 

児童に「思考力、判断力、表現力等」を育成するための指導の工夫 伝え合う内容と必然性を重視した言語活動 

 

ここが秀逸！ 

・言語活動設定の視点として、「必然性」、「ほんもの」、「相手意識」、「コミュニケーションの意義や楽しさ」の四つが重要であると言われています。本校の「笠原型コンテント・ベイスト」は、これらの視点
ととても親和性が高い指導方法であり、これまでの実践の中で、この指導方法を大切にしています。 
・児童に「思考力、判断力、表現力等」を育成するために、コミュニケーションを行う目的や場面、状況など（以下、目的・場面・状況）を設定します。本校では、目的・場面・状況が明確になるように、児童
（ALT）と「やり取り」をしながら、自然な課題化を行い、中間指導（交流）では、ねらいの達成のために、目的・場面・状況に基づいた指導を継続しています。 

 

第５学年 Unit 3 “Can you play dodgeball?” での実践 

【単元の目標】 

○全員が楽しむことができる笠原小学校クラブを考え、校長先生に提案するために、自分の

好きなことやできること、みんなにとっての良さなどについて、自分の考えや気持ちなど

を話すことができる。 

 

児童は、本単元において、「来年度に向け

て、全員が楽しむことができる笠原小学校クラ

ブを考え、校長先生に提案するために」、言語

活動に取り組みます。そのため、児童は、自分

の好きなことやできることを伝える必然性が

生まれます。さらに、クラブの良さ（魅力）を伝

え、「そのクラブに入りたいな」と相手（仲間）に

納得してもらわなければなりません。このよう

に、児童は、「伝え合う内容」と「必然性」を重

視した言語活動をたくさん経験していきます。 

第４学年 Unit 7 “What do you want?” での実践 

【単元の目標】 

○学級の仲間にも食べたいと思ってもらえるように、オリジナルパフェやピザ、クレープにつ

いて、果物や食材などを、よさ（特徴）を伝える簡単な理由や感想を交えたり、おすすめを

提案したりしながら、伝え合うことができる。 

 
【笠原型コンテント・ベイスト】 
○問題解決的な活動 

○児童の意欲、関心が高

い題材 

○驚きや発見、気付きの生

まれる内容 

＜課題化＞ 
□HRT と ALT とのやり取りから、前時の学習課題
「お客さんにハッピーになってもらうために…」と本

時の学習課題「お客さんにもっとハッピーになって
もらうために…」との違いを明確にした自然な課題
化を行い、児童の「やってみたい」を引き出します。 

＜中間指導（交流）Ⅱ＞ 
□本時の学習課題に立ち返り、「お客さんにもっと喜

んで（ハッピーになって）もらうためには？」と発問
し、「オリジナルの名前を付けること」を児童と共有
する。この指導により、児童は、本時のねらいの達

成に迫ることができます。 


